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第４回 北九州市地域福祉計画策定懇話会 議事要旨 

日時・場所 平成 22 年 11 月５日（金）13：30～14：30 
ホテルクラウンパレス小倉 ２階 香梅 

発言者 内     容 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 

いのちをつなぐネットワーク推進課長 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 

いのちをつなぐネットワーク推進課長 
 
 
委員 
 
 

いのちをつなぐネットワーク推進課長 
 
 
委員 
 
 
 
 

いのちをつなぐネットワーク推進課長 
 

保健福祉局長 
 
 
 

副座長 
 
 
 
 

いのちをつなぐネットワーク推進課長 
 
 

【１ 開会】 
 
【２ 議題「北九州市の地域福祉（2011～2020）」（素案）について】 
 
 
 
 
民生委員と行政との連携をさらに強化し、民生委員の負担感の軽減や
人材の確保などに向けた支援を行うとあるが、具体的にどのようなこと
を考えているのか。 
 
現在、民生委員の活動を理解していただくために市政だよりで特集を
組むなどの取組みをしている。民生委員のなり手がなく、高齢化が進ん
でいる状況であり、また地域住民同士のつながりが希薄化しているなか
で、人材の確保は難しい面がある。そこで、地区の推薦会に欠員となっ
たところに補充をしていただけるようにするなど依頼をしている。 
 
民生委員の負担感を軽減してほしいという声がある。民生委員のなり
手がおらず高齢化が進んでいるなかで、「強化」となると民生委員の負担
感はさらに大きくなるのではと心配している。 
 
いのちネット事業ができて民生委員が助かっているという意見もあ
る。負担感の軽減についても丁寧に対応していきたい。 
 
悩まれている民生委員がいるので、民生委員からの意見を聞いてアド
バイスできるような人が必要だと思う。 
 
今回のアンケートでもたくさんの意見をいただいている。それらの意
見を拾い上げていきたい。また民生委員の研修等にも活かしていきたい。 
 
いのちをつなぐネットワーク事業に大変期待をしている。一方で、担
当係長が 16 名であり、もう少し人数を増やしても良いのではないかと思
う。例えば地域包括支援センター圏域ごとに１名配置されていればさら
に充実するのではないか。 
 
今後の検討課題とさせていただきたい。 
 
いのちをつなぐネットワーク担当係長の位置づけは現在検討してい
る。増員についてはなかなか難しい状況なので、今ある職員をいかに効
率的に使って物事をスムーズに進めるかということを検討している。 
 
いのちをつなぐネットワークがうまくいったのは地域包括支援センタ
ーとの連携があったからではないかと思う。地域包括支援センターの役
割をきちんと整理しないといけない。また、民生委員の方もかなり疲れ
ていらっしゃるようなので配慮をお願いしたい。 
 
いのちをつなぐネットワーク事業の充実・強化に向けた今後の展開に
おいても、地域包括支援センターとの連携をさらに強化していくことを
考えている。 

（１）いのちをつなぐネットワーク事業について 
                 （資料２・３について説明） 
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委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画調整担当課長 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 

計画調整担当課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
市の担う役割と住民に期待される取組のところに民生委員が入ってい
ない。社会福祉協議会と並んで民生委員が入るべきではないかと思う。 
また、自助、共助、公助の説明の中で、何かあれば行政へつなぐとな
っているが、単純に行政につなぐというだけではなく、地域の中で工夫
して問題の解決に取り組むという視点もあって良いのではと思う。行政
につなぐのは最後ではないか。また、行政だけでなく、関係機関へつな
ぐ場合もあるだろう。 
地域活動への参画については、自分ぐらいは参加しなくてもいいだろ
うというような考えを持っている市民もいると思う。自治基本条例で「市
民の義務と権利」を定めていることから、社会を構成する一人として、
地域活動への参画は責務ととらえて参加していくのだという方向の記述
がもう少しあっても良いと思う。 
 
地域福祉を推進していくために、主体を 4 つに分けて説明している。
もともと民生委員は、地域福祉のための活動をする立場にあり、その民
生委員を表の中にどう位置づけるかは難しいところもある。 
また、民生委員の負担感の重さもあり、改めて計画で明記することに
ついての是非を考えて、現在のような形にしている。 
 
実際には入れるのは難しいだろうと思っている。ただ、負担感を感じ
る一方でどこにも位置づけられていないというのもどうかと思う。民生
委員の意見も聞いてはどうか。 
 
基本理念が長いように思う。また、きずなを結びという言い方は抵抗
感を思う人がいるのではないか。きずなを結ぶというのは縛りあう、拘
束されるという意味に感じられて、一人ひとりがやわらかい結びつきを
持ち合うのが地域福祉のまちづくりではないかというふうに考えている
がどうか。 
 
市の基本構想・基本計画の中で「きずなを結ぶ」という言葉を使って
おり、その中で保健福祉に関する施策が取り上げられていることもあっ
て、「きずなを結ぶ」を基本理念に使用している。 
委員のご意見を踏まえ、今後行うパブリックコメントの状況を見て、
検討させていただきたい。 
 
【３ 報告】 

 
 
 
【４ 閉会】 
 

 

 

（１） パブリックコメントの実施について 
                  （資料１について説明） 

（２）「北九州市の地域福祉（2011～2020）」（素案）について 
                 （資料２・３について説明） 


